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貴重品・思い出の品の取扱い 
 

【基本的事項】 

 所有者等が不明な貴重品（株券、金券、商品券、古銭、貴金属等）は、速やかに警察に届ける。 
 所有者等の個人にとって価値があると認められるもの（思い出の品）については、廃棄に回さず、
自治体等で保管し、可能な限り所有者に引渡す。回収対象として、位牌、アルバム、卒業証書、賞

状、成績表、写真、財布、通帳、手帳、ハンコ、貴金属類、PC、HDD、携帯電話、ビデオ、デジ
カメ等が想定される。 

 個人情報も含まれるため、保管・管理には配慮が必要となる。 
 
【回収・保管・管理・閲覧】 

 撤去・解体作業員による回収の他、現場や人員の状況により思い出の品を回収するチームを作り回
収する。 

 貴重品については、警察へ引き渡す。 
 思い出の品については、土や泥がついている場合は、洗浄、乾燥し、自治体等で保管・管理する。
閲覧やの引き渡しの機会を作り、持ち主に戻すことが望ましい。 

 思い出の品は膨大な量となることが想定され、また、限られた期間の中で所有者へ返却を行うため、
発見場所や品目等の情報がわかる管理リストを作成し管理する。 
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